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	＜授業目的＞
行動科学ではひとり一人が真剣に意思決定する方法を学びましたが、この講義では他者のこと、そして自分のことさえ真剣に考えずに行動することでどのような社会が生じるのかを考えます。

消費化社会の最たるもの（のひとつ）が「情報化社会」です。ユニクロやヴィトンや、景気や戦争といったものは、一見関係ないようですが、「情報化社会」と大変、密接な関連があります。そして「情報化社会」は、世界にとって、大きな光（経済的効果）を与えています。

「情報化社会」は、大きな光を放つために、影（私たちの生活を脅かすマイナスの効果）も作ります。国内に環境問題をおこし、さらに公害を輸出します。それは南の国々に貧困を作ると同時に我々“北の国々の貧困”を作ります。
三菱ふそうは、自分たちのリコール隠しのために、事故で亡くなったトラック運転手の遺族に、「ドライバーが整備を怠ったからだ」と言い続けました。あなたは、会社に命令されたら、同様のことができますか。　自分働いている昭和電工鹿瀬工場の廃液が、阿賀野川流域の人々を、殺していることを知っていて、何年も黙っていられますか。　とてもできそうも無い気がしますが、それをさせてしまうのも、「情報化社会」の大きな影です（他人事ではありません）。

　影を作らず、光を失わない“情報化社会”の条件を考え、さらに具体的に我々の社会、暮らしに、そして大学の授業にも活かすことを考えます。 

＜各回の授業内容＞
＊講義は2回1セットで行われます。1回目は、それぞれの問いについて個人またはグループで考え、2回目は皆さんの考えと著者の考え、そして私の考えを紹介します。
第1回：本講義の射程とスケジュール等について
第2～9回：情報化社会と消費社会の関連

1） 情報化/消費化社会の展開（第2回：グループワーク編・第3回：解説編）
2） 環境の臨界/資源の臨界（第4回：グループワーク編・第5回：解説編）
3） 南の貧困/北の貧困（第6回：グループワーク編・第7回：解説編）
4） 情報化/消費化社会の転回（第8回：グループワーク編・第9回：解説編）
第10～13回：楽しみの社会学～新しい情報化社会に向けて

1） 理論編（第10回：グループワーク編・第11回：解説編）
2） 実証編（第12回：グループワーク編・第13回：解説編）
第14～15回：最終レポートについてのグループワーク（第14回）とまとめ（第15回）
＜成績評価方法＞
成績は、グループワーク・個人ワーク(35%)と最終レポート(65%)によって評価します（旧態依然とした減点法の試験は行いません）。オリジナリティを高く評価します。
＜到達目標＞

抽象的な理論を具体的な事例にあてはめて考える力を養ってください。さらに自分で新しい理論を作るという発想を身につけてください。卒業してから、時代は移りゆきます。大学時代には、なかった新しい理論・考え方が出てくることでしょう。この講義を通して、新しい理論が出てきても、現場で応用できる力、アレンジする力、そして自分で理論を構築する能力を身につけてください。さらに主体的に楽しく仕事する能力について考えてください。

もっと身近なところでは、就職や進学等の面接で、抽象的な事柄を、抽象的な言葉を使わずに具体的な事例を用いて、“自分”を伝えることに、この講義を役立ててください。
＜教科書・参考文献＞
教科書：見田宗介 1996 『現代社会の理論～情報化・消費社会の現在と未来～』岩波新書（465）

参考文献：M・チクセントミハイ[著] ; 今村浩明訳『楽しむということ 』思索社, 1991年

＜受講に当たっての留意事項＞
授業中、私が説明しているときは、誰も話してはいけません。小声でもダメです。私が聞こえなくてもあなたの周りの人が迷惑です。グループワーク・個人ワークのときは、どんどん周りの人と話してください。友達の意外なアイディアを楽しみ、また友達を楽しませてあげてください。
資料はホームページ（http://www.nuis.ac.jp/~komiyama/）で公開します。


